
Title 五井蘭洲による伊藤仁斎批判 : 『非伊編』（総論
部）翻刻・訳注

Author(s) 湯城, 吉信

Citation 懐徳堂研究. 2024, 15, p. 3-20

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/100553

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



は
じ
め
に

『
非
伊
編
』
は
、
江
戸
時
代
の
儒
者
・
五
井
蘭
洲
が
伊
藤
仁
斎

を
批
判
し
た
書
で
あ
る
。
蘭
洲
に
は
他
に
、
荻
生
徂
徠
を
批
判
し

た
『
非
物
篇
』、
仏
教
を
批
判
し
た
『
承
聖
篇
』
が
あ
る（
１
）。

こ
の
『
非
伊
編
』
は
有
名
な
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
内
容
に

は
人
格
批
判
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
細
か
い
訓
詁
を
問
題
と
す

る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
現
代
の
目
か
ら
見

れ
ば
、
人
格
上
問
題
で
あ
り
、
ま
た
瑣
末
な
議
論
だ
と
思
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
扱
う
研
究
者
も
同
様
の
人
間
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。

た
だ
、
蘭
洲
が
こ
の
よ
う
な
批
判
を
し
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ

る
。
人
格
批
判
を
す
る
の
は
、
人
格
が
当
時
の
学
問
で
一
番
重
要

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
元
来
、
儒
教
の
学
問
の
目
的
は
、
現
代
の

よ
う
に
客
観
性
の
高
い
学
問
業
績
を
上
げ
る
こ
と
よ
り
も
、
人
格

を
磨
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
学
者
を
判
断
す
る
場
合
に
は
、

人
格
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る
の
で
あ
る
。
訓
詁

を
問
題
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
儒
者

に
と
っ
て
は
、
経
書
を
正
確
に
読
み
、
聖
人
の
意
図
を
理
解
で
き

て
い
る
か
ど
う
か
は
当
然
重
要
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、『
非
伊
編
』
の
内
容
は
、
人
格
批
判
や
訓
詁
上
の

問
題
だ
け
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
の
中
心
思
想
が
見
ら
れ
る

冒
頭
の
総
論
部
分
の
翻
刻
・
注
釈
・
現
代
日
本
語
訳
を
提
供
し
た

い
。
こ
の
総
論
部
分
の
後
に
は
、
仁
斎
の
『
論
語
古
義
』『
語
孟

字
義
』『
童
子
問
』
を
取
り
上
げ
た
訓
詁
上
の
批
判
が
続
く
。

蘭
洲
が
仁
斎
を
否
定
す
る
中
心
は
、
仁
斎
が
道
を
人
倫
日
用
の

道
に
限
り
卑
近
な
も
の
だ
と
考
え
た
点
に
あ
る
。
一
方
、
蘭
洲
は

道
（
や
人
の
性
）
は
天
に
由
来
す
る
高
遠
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

湯　

城　

吉　

信

五
井
蘭
洲
に
よ
る
伊
藤
仁
斎
批
判　
│
『
非
伊
編
』（
総
論
部
）
翻
刻
・
訳
注
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て
い
た（
２
）。
蘭
洲
に
と
っ
て
、
仁
斎
の
姿
勢
は
わ
か
り
や
す
く
す
る

こ
と
で
民
衆
に
こ
び
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
朱
子
学
に
高
遠

な
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
仁
斎
に
言
わ
せ
れ
ば
、

宋
の
儒
者
が
禅
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
も
の
だ
が
、
蘭
洲
に
言
わ

せ
れ
ば
、
も
と
も
と
の
儒
教
に
備
わ
っ
た
も
の
を
宋
の
儒
者
が
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
、
逆
に
禅
の
方
が
儒
教
の
影
響
を
受
け
た
も

の
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
蘭
洲
の
仁
斎
批
判
に
は
、
こ
れ
以
外
に
、
仁
斎
の

『
大
学
定
本
』『
中
庸
発
揮
』
を
取
り
上
げ
た
批
判
が
『
蘭
洲
先
生

遺
稿
』
下
（
７
ｂ
―
18
ａ
）
に
ま
と
ま
っ
て
見
え
る
。『
非
伊
編
』

に
こ
の
部
分
を
加
え
る
と
仁
斎
の
四
書
解
釈
に
対
す
る
蘭
洲
の
批

判
が
そ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
部
分
は
『
非
伊
編
』
続
編
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
刊
本
『
非
物
篇
』
の
よ
う
に
、
中
井
竹

山
・
履
軒
ら
が
『
非
伊
編
』
を
校
訂
し
て
出
版
す
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
そ
の
際
に
は
こ
の
内
容
も
『
非
伊
編
』
に
入
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。そ
の
他
、蘭
洲
の
仁
斎
批
判
は
、「
土
橋
宗
信
に
与
え
る
書
」

（『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
上
39
ｂ
）
に
端
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
本

稿
で
は
附
録
と
し
て
掲
載
し
た
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
一
葉
表
を
１
ａ
、
一
葉
裏
を
１
ｂ
の
よ
う

に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

注（
１
）	『
非
費
篇
』
も
あ
っ
た
よ
う
だ
（
中
井
竹
山
著
の
蘭
洲
の
墓
誌
銘
（
木

村
敬
二
郎
『
大
阪
訪
碑
録
』（『
浪
速
叢
書
』
第
十
）
所
収
「
蘭
洲
五
井

先
生
之
墓
」
に
よ
る
）
が
、
現
存
せ
ず
、
何
を
批
判
し
た
本
か
も
わ
か

ら
な
い
。

（
２
）	

た
だ
し
、
仁
斎
や
東
涯
も
道
は
天
に
由
来
す
る
と
考
え
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。

	

『
東
涯
漫
筆
』
下
32
ｂ
（
甘
雨
亭
叢
書
）
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
礼

楽
文
章
、
中
国
之
道
也
。
輪
廻
報
応
、
西
天
之
法
也
。
放
鷹
伝
之
三
韓
、

鳥
銃
得
之
南
蛮
。
今
本
国
倶
習
之
。
君
臣
父
子
之
道
、
非
得
之
異
邦
。

原
之
于
天
、
本
之
于
身
。
堯
舜
孔
孟
先
得
吾
心
之
所
然
者
也
。
儒
者
之

所
道
、
是
也
。」
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【
書
誌
情
報
】

縦
27
・
２
㎝
×
横
19
・
４
㎝

全
三
十
五
葉
。

毎
半
葉
一
〇
行
、
毎
行
二
〇
字
。

分
類
番
号
：
１
８
６
／
３
４
６

受
入
印
：
大
阪
府
立
図
書
館
、157691

、
昭
和
廿
一
年
十
二
月 

九
日

【
表
記
上
の
特
徴
】

・�

校
正
の
跡
が
あ
る
（
挿
入
の
指
示
、
圏
点
を
施
し
て
修
正
、
□

で
囲
う
（
お
そ
ら
く
要
再
考
箇
所
）
な
ど
）。
お
そ
ら
く
校
正

の
あ
る
原
稿
を
そ
の
ま
ま
誰
か
が
写
し
た
（
拙
稿
「
大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
蔵
「
五
井
蘭
洲
講
義
筆
記
」
の
抄
者
に
つ
い
て
」（『
懐
徳
堂

研
究
』
一
〇
号
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
）。

・�

ま
ま
漢
字
の
誤
り
が
あ
る
（「
棖
」
を
「
悵
」、「
衺
」
を
「
袤
」

に
、「
曠
」
を
「

」
に
誤
る
な
ど
）。

【
内
容
上
の
特
徴
】

・�

６
ｂ
「
不
可
解
」
ま
で
は
、「
古
学
論
」（『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』

上
所
収
）
と
重
複
す
る
（
若
干
の
文
字
の
異
同
が
あ
る
）。「
古

学
論
」
を
拡
張
し
て
『
非
伊
編
』
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
（『
非

伊
編
』
の
見
せ
消
ち
部
分
が
「
古
学
論
」
で
は
訂
正
前
の
状
態

に
な
っ
て
い
る
）。「
古
学
論
」
に
お
い
て
、『
論
語
古
義
』
を

取
り
上
げ
る
の
は
冒
頭
二
項
だ
け
だ
が
、
引
用
の
前
に
「
又
改

解
」
と
あ
る
。「
従
来
の
解
釈
を
改
め
た
」
点
を
取
り
上
げ
て

い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
総
論
で
「
改
訓
詁
」
と
言
う
の
に

対
応
す
る
）（
寺
門
日
出
男
「
五
井
蘭
洲
『
非
伊
編
』
に
つ
い
て
」（『
懐
徳
』

八
五
号
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
）。

【
凡
例
】

＊
句
読
点
は
、
原
文
の
朱
点
を
参
考
に
適
宜
変
更
し
た
。

朱
点
は
抜
け
も
あ
る（
31
ｂ
途
中
か
ら
途
中
、34
ｂ
か
ら
35
ａ
）。

読
ん
だ
人
が
付
け
た
か
。
ま
た
、
仁
斎
の
『
論
語
古
義
』
や
『
語

孟
字
義
』
の
引
用
部
を
」
で
示
す
場
合
が
多
い
（
引
用
部
に
は

朱
点
が
な
い
場
合
が
多
い
）。
な
お
、
貼
り
紙
で
修
正
し
て
い

る
箇
所
も
あ
る
（「
恃
」
の
り
っ
し
ん
べ
ん
は
特
に
多
い
）。
抄

者
が
自
分
の
写
し
間
違
い
は
貼
り
紙
で
完
全
修
正
し
、
蘭
洲
の

校
正
の
跡
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
の
だ
ろ
う
（
拙
稿
「
大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
蔵
「
五
井
蘭
洲
講
義
筆
記
」
の
抄
者
に
つ
い
て
」（『
懐
徳
堂

研
究
』
一
〇
号
、
二
〇
一
九
年
）（「
古
学
論
」
に
よ
る
）
30
ａ
の
「
恃
」

を
書
い
た
後
に
そ
の
前
の
「
特
」
は
す
べ
て
「
恃
」
で
あ
る
と

勘
違
い
し
て
改
め
た
と
思
わ
れ
る
。）。

（
貼
り
紙
箇
所
：
１
ａ
、
５
ｂ
、
８
ａ
、
14
ａ
、
24
ｂ
「
恃
」

の
り
っ
し
ん
べ
ん
、６
ａ
「
耳
夫
子
」、７
ｂ「

」、８
ｂ「
学
」、
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９
ａ
「
知
」、
15
ａ
「
蹈
」（
四
箇
所
）
の
右
部
、「
従
」、
16
ｂ

「
是
」）

＊
漢
字
は
通
用
字
体
に
改
め
た
。

＊
引
用
符
号
「　

」、
書
名
符
号
『　

』
を
適
宜
施
し
た
。

＊
適
宜
段
落
分
け
し
た
。

＊
ひ
と
ま
と
ま
り
の
内
容
に
通
し
番
号
を
付
け
た
（
①
②
③
④
）。

【
本
文
】非

伊
編＊

１
ａ

①
余
少
時
聞
洛
有
伊
仁
斎
者＊
唱
復
古
之
学
以
誘
学
者
、
四
方
従
遊

之
士
衆
、
然
未
嘗
閲
其
所
著
書＊
。
今
也
、
余
以
病＊
屏
居
多
暇
、
借

『
童
子
問
』『
語
孟＊

字
義
』
等
於
友
人
、
読
之
、
而
後
知
仁
斎
之
学

特＊
拠
孟
子
仁
義
拡
充＊
之
一
端
以
立
言
、
遂＊
遺
寡
欲
之
訓
也
。
乃
喜

陳
熟
緩
慢
略
無
攖
払＊
之
説
。
孔
子
嘗
称
公
綽
之
不
欲＊
、
戒＊
申
棖＊
之

慾＊
、
又
戒
康
子
以
不
欲＊
。
孟
子＊
又
曰
、「
養
心
莫
善
於
寡
欲
。」
仁

斎
尊
孔
孟
、
特＊
違
其
訓
、
是
以
直
内
方
外＊
之
説
在
所
不
取
。
人
情

大
抵
好
放
肆
悪
検
束
律
己
、
故
従
之
者
多
。
可
謂
曲
学
阿
世
哉
。

蓋
其
学
不
必
為
修
己
治

【
大
意
】
私
は
若
い
時
、
京
都
に
伊
藤
仁
斎
と
い
う
人
が
お
り
復

古
の
学
を
唱
え
て
学
生
を
誘
惑
し
各
地
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
っ

て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
著
書
は
読
ん
だ
こ
と

が
な
か
っ
た
。
現
在
、
病
で
籠
り
暇
が
あ
る
の
で
、
友
人
か
ら
『
童

子
問
』『
語
孟
字
義
』
な
ど
を
借
り
て
読
ん
で
み
て
、
仁
斎
の
学

は
た
だ
孟
子
の
仁
義
を
拡
充
す
る
説
の
一
部
に
拠
っ
て
立
言
す
る

だ
け
で
、
寡
欲
（
欲
を
抑
え
る
）
の
面
は
抜
け
落
ち
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
つ
ま
り
、
陳
腐
か
つ
無
難
で
当
た
り
障
り
の
な
い
説

な
の
で
あ
る
。
孔
子
は
か
つ
て
、
公
綽
の
不
欲
を
称
え
、
申
棖
の

欲
を
戒
め
、
ま
た
康
子
を
戒
め
る
の
に
不
欲
を
言
っ
た
。
孟
子
も

「
心
を
養
う
の
に
寡
欲
に
勝
る
も
の
は
な
い
」
と
言
っ
た
。
仁
斎

は
孔
子
・
孟
子
を
尊
び
な
が
ら
、
そ
の
教
え
に
背
き
、「
君
子
は

敬
で
内
面
を
直
く
し
、
義
で
外
面
を
整
え
る
」（
心
身
を
正
す
）

と
い
う
説
は
取
ら
な
い
。
人
の
情
は
た
い
て
い
放
埓
を
好
み
自
分

を
律
す
る
こ
と
は
嫌
う
の
で
、
従
う
者
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

曲
学
阿
世
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
、
そ
の
学
は
、
必

ず
し
も
己
を
修
め
人
を
治
め
る
も
の
で
は
な
く
、

【
校
勘
】
○
現
表
紙
の
裏
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
元
表
紙
に
「
非
伊　

五
井
蘭
洲
先
生
著
」
と
あ
る
。
○
者　

後
か
ら
の
挿
入
。
○
語
孟 

　

後
か
ら
の
挿
入
。
○
特
（
二
箇
所
）　

原
文
は
「
恃
」
だ
が
改

め
た
。
こ
の
字
は
貼
り
紙
で
修
正
し
て
い
る
。
前
者
の
「
恃
」
は

「
古
学
論
」
で
は
「
特
」
に
作
る
。（
５
ｂ
、
８
ａ
、
14
ａ
、
24
ｂ

に
も
同
例
あ
り
。）
○
遂　
「
乃
」
を
見
せ
消
ち
し
て
直
す
。
○
戒　

「
非
」
を
見
せ
消
ち
し
て
直
す
。
○
申
棖　

原
文
は
「
申
悵
」
だ

が
改
め
た
。
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【
注
】
○
未
嘗
閲
其
所
著
書　

こ
の
言
の
信
憑
性
は
疑
問
（
蘭
洲

自
身
若
い
時
に
仁
斎
の
息
子
の
東
涯
の
門
で
学
ん
で
い
る
）。
○

病　

晩
年
（
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
年
）
発
症
か
？
（
寺
門
説
））

中
風
に
か
か
っ
た
こ
と
を
言
う
。
○
孟
子
仁
義
拡
充　

四
端
の
心

を
拡
充
す
れ
ば
仁
義
礼
智
と
い
う
道
徳
を
達
成
で
き
る
と
い
う
の

が
孟
子
の
性
善
説
の
中
心
で
あ
る
（『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
）。
○

陳
熟
緩
慢
略
無
攖
払　
『
蘭
洲
先
生
抄
書
』
で
こ
の
語
を
抜
い
て
、

横
に
「
ヌ
ン
メ
リ
ト
シ
テ
ア
タ
リ
サ
ハ
リ
ナ
キ
」
と
書
い
て
い
る
。

そ
の
後
に「
嘉
泰
四
年
」と
あ
る
。そ
の
前
後
の
語
か
ら
し
て
、『
資

治
通
鑑
後
編
』
巻
一
三
二
の
以
下
の
箇
所
が
出
典
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。「
又
有
泛
論
君
徳
・
時
事
、
皆
取
其
陳
熟
緩
慢
略
無
攖

拂
者
言
之
。
或
問
之
、
則
愧
謝
曰
『
聊
以
塞
責
耳
。』」
蘭
洲
は
こ

の
語
を
『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
な
ど
で
繰
り
返
し
使
っ
て
い
る
。
中

井
竹
山
も
仁
斎
を
評
す
る
際
に
、「
陳
熟
緩
慢
」
と
い
う
語
を
使
っ

て
い
る
。「
建
学
私
議
」
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。「
伊
藤
氏
ノ
学

ハ
、
程
朱
ヲ
排
ス
ル
コ
ト
甚
シ
ク
、
拘
滞
執
拗
ノ
コ
ト
多
ク
、
覇

術
功
利
ニ
帰
シ
候
病
ゴ
ザ
候
ヘ
ド
モ
、
一
体
ニ
平
実
ナ
ル
風
ア
リ

テ
、
陳
熟
緩
慢
ニ
落
ル
ト
モ
、
山
荻
二
家
ノ
如
キ
大
害
ハ
ナ
ク
候

ヘ
バ
、
人
品
才
学
サ
ヘ
揃
ヒ
候
ハ
バ
、
時
ニ
ヨ
リ
乏
キ
ヲ
受
候
ホ

ド
ノ
コ
ト
ハ
苦
シ
カ
ル
マ
ジ
ク
候
。」（『
竹
山
先
生
国
字
牘
』下
巻
、

四
十
二
葉
表
）攖
拂
は
抵
触
す
る
こ
と
。○
公
綽
之
不
欲　
『
論
語
』

憲
問
篇
に
「
子
路
問
成
人
。
子
曰
、
若
臧
武
仲
之
知
、
公
綽
之
不

欲
、
卞
莊
子
之
勇
、
冉
求
之
藝
、
文
之
以
礼
楽
、
亦
可
以
為
成
人

矣
」
と
見
え
る
。
○
申
棖
之
慾　
『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
、
孔
子

が
弟
子
の
申
棖
が
欲
が
あ
る
と
言
っ
た
話
が
あ
る
（「
子
曰
、
吾

未
見
剛
者
。
或
対
曰
、
申
棖
。
子
曰
、
棖
也
慾
、
焉
得
剛
。」）。

○
戒
康
子
以
不
欲　
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
「
季
康
子
患
盗
、
問
於

孔
子
。
孔
子
対
曰
、
苟
子
之
不
欲
、
雖
賞
之
不
竊
」
と
見
え
る
。

○
孟
子　
『
孟
子
』
尽
心
下
篇
三
十
五
章
に
見
え
る
。
○
直
内
方

外　
『
易
経
』
坤
卦
文
言
伝
に
「
君
子
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
」
と

あ
る
。

１
ｂ

人
也
、
唯
是
議
論
而
已
。
余
嘗
論
之
。
若
夫
充
養＊
之
説
、
豈
不
可

也
耶
。
但
不
去
慝
而
徒
修
善
、
併
慝
長
焉
。
譬
諸
農
夫
、
不
芸
稂

莠
而
養
嘉
穀
、
稂
莠
与
嘉
穀
同
茂
、
糞
壌
為
稂
莠
所
奪
、
嘉
穀
不

熟
。
又
譬
諸
吏
於
土
者
、
不
去
奇
衺＊

之
民
、
則
良
民
受
其
害
。
又

譬
諸
医
師
、
療
病
不
駆
外
邪
、
則
元
気
不
復
。
凡
天
下
事
皆
類
之
。

是
皆
仁
斎
之
所
熟
知
而
其
説
如
此
、
則
独
何
也
。
蓋
不
過
立
新
奇

之
説
駭
庸
人
之
耳
目
耳
。

【
大
意
】
た
だ
、
議
論
だ
け
で
あ
る
。
私
は
か
つ
て
論
じ
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
拡
充
養
心
の
説
に
つ
い
て
は
結
構
で
あ
る
。
た
だ
、

悪
を
去
ら
ず
に
た
だ
善
を
修
め
る
だ
け
で
は
、
悪
も
増
長
し
て
し

ま
う
。
例
え
ば
、
農
夫
が
雑
草
を
刈
ら
ず
に
穀
物
を
育
て
れ
ば
、

雑
草
も
穀
物
も
と
も
に
茂
り
、
養
分
は
雑
草
に
奪
わ
れ
、
穀
物
は
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〔
ち
ゃ
ん
と
〕
実
ら
な
い
。
ま
た
、
例
え
ば
、
役
人
が
土
地
に
お

い
て
悪
い
民
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
、
良
民
が
そ
の
被
害
を
受
け

て
し
ま
う
。
ま
た
、
例
え
ば
、
医
者
が
外
か
ら
の
邪
気
を
取
り
除

か
な
け
れ
ば
、
元
気
は
回
復
し
な
い
。
お
よ
そ
天
下
の
事
は
す
べ

て
こ
の
よ
う
だ
。
そ
の
こ
と
を
仁
斎
も
熟
知
し
て
い
た
の
に
、
こ

の
よ
う
な
説
を
唱
え
た
の
は
な
ぜ
か
。
お
そ
ら
く
は
新
奇
の
説
を

立
て
て
凡
人
の
注
目
を
集
め
る
た
め
だ
け
で
あ
ろ
う
。

【
校
勘
】○
奇
衺　

原
文
は「
奇
袤
」だ
が
改
め
た
。「
衺
」

≒「
邪
」。

【
注
】
○
充
養　
「
充
」
は
四
端
を
拡
充
す
る
こ
と
（
既
出
）、「
養
」

は
浩
然
の
気
を
養
う
こ
と
。
と
も
に
孟
子
の
主
要
学
説
（
と
も
に

公
孫
丑
上
篇
に
見
え
る
）。

【
解
説
】
蘭
洲
は
仁
斎
は
自
己
を
律
す
る
修
養
面
が
欠
け
て
い
る

と
考
え
て
い
た
。
本
当
は
若
い
時
か
ら
仁
斎
の
学
説
を
知
っ
て
い

た
は
ず
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
知
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い

る
の
は
、
仁
斎
を
軽
視
し
距
離
を
置
く
た
め
で
あ
ろ
う
（
注
）。

書
名
に
つ
い
て
は
「
古
学
論
」
に
お
い
て
は
『
童
子
問
』
だ
け
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、『
非
伊
編
』
に
お
い
て
は
『
語
孟
字
義
』
も
追

加
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
両
者
が
取
り
上
げ
る
対
象
に
応
じ
て
変

化
さ
せ
た
だ
け
で
あ
り
、
文
面
通
り
に
取
る
べ
き
で
は
な
い
だ 

ろ
う
。

（
注
）	

中
井
履
軒
が
五
井
蘭
洲
に
倣
っ
て
荻
生
徂
徠
を
批
判
し
た
『
非
物
継
声

篇
』
序
文
で
も
、
履
軒
は
若
い
頃
、
徂
徠
の
著
作
は
正
論
で
な
い
と
い

う
理
由
で
父
甃
庵
や
師
蘭
洲
か
ら
読
む
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
述

べ
て
い
る
（
拙
稿
「
中
井
履
軒
『
非
物
継
声
篇
』
翻
刻
」（『
懐
徳
堂
セ

ン
タ
ー
報
２
０
０
８
』
大
阪
大
学
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
）

参
照
）。

②
仁
斎
又
悪
敬＊
非
程
朱
。
然
有
学
問
之
道
以
来
、
古
書
説
敬
字＊
不

一
而
足＊
。
仁
斎
亦
読
書
人
也
、
何
嘗
不
知
敬
可
尚
。
但
為
程
朱
主

張
敬
字
而
悪
之
耳
、
諺
所
謂
疾
浮
屠
及
袈
裟＊
者

【
大
意
】
仁
斎
は
ま
た
、
敬
を
嫌
い
、
程
朱
を
批
判
し
た
。
だ
が
、

学
問
の
道
が
登
場
し
て
か
ら
、
古
書
で
敬
の
字
を
説
く
も
の
は
多

い
。
仁
斎
も
読
書
人
で
あ
り
、
敬
が
尊
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
程
朱
が
敬
の
字
を
主
張

す
る
の
で
そ
れ
を
嫌
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
諺
に
言
う
「
坊
主
憎
け

り
ゃ
袈
裟
ま
で
憎
い
」
で
あ
る
。

【
校
勘
】
○
敬
字　
「
古
学
論
」
で
は
「
敬
」。
○
不
一
而
足　
「
古

学
論
」
で
は
こ
の
後
に
「
唯
有
桀
紂
者
、
曰
敬
不
足
行
」
と
あ
る
。

【
注
】
○
敬　
「
居
敬
窮
理
」
と
い
う
こ
と
ば
で
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、朱
子
は
修
養
法
と
し
て
心
を
静
か
に
保
つ
敬
を
重
視
し
た（
以

下
の
解
説
を
参
照
）。
○
疾
浮
屠
及
袈
裟　
「
坊
主
憎
け
り
ゃ
袈
裟

ま
で
憎
い
」
と
い
う
諺
を
言
う
。

２
ａ

也
。
又
曰
、「
敬
、
尊
崇
奉
持
之
謂＊
。
按
古
経
書
、
無
一
謂
無
事
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徒
守
敬
字
。
朱
子
曰
、『
敬
者
一
身
之
主
宰
、
万
事
之
根
本＊
。』
愚

謂
不
然
。
聖
門
学
以
仁
義
為
宗
、
而
忠
信
為
主
。
未
嘗
以
敬
為
万

事
之
根
本
。」
学
者
孰
不
以
仁
義
為
宗
、
忠
信
為
主
。
夫
子
曰
、「
修

己
以
敬＊

」、
仁
義
者
修
己
之
本
也
、
其
要
在
敬
。
請
詳
論
之
。
以

敬
為
修
養
之
功
、
肇
自
唐
虞
歴
三
代
、『
詩
』『
書
』
六
藝
之
所
載
、

歴
々
可
数
。
其
最
切
者
、
孔
子
曰
、「
敬
以
直
内＊
」。
是
「
尊
崇
奉

持
」
何
物
乎
。
至
『
左
氏
』『
国
語
』、
言
敬
不
一
而
足＊
。『
国
語
』
云
、

「
敬
者
、
徳
之
聚
也
。
能
敬
必
有
徳＊
」。
是
「
尊
崇
奉
持
」
何
物
乎
。

雖
欲
宗
仁
義
、
内
省
無
敬
則
何
能
得
仁
義
。
至
吾＊
孔
子
、
以
敬
教

【
大
意
】
ま
た
、「
敬
と
は
、
尊
重
し
奉
持
す
る
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
思
う
に
、
古
の
経
書
で
は
、
何
事
（
そ
の
対
象
）
も
な
く
た

だ
い
た
ず
ら
に
敬
の
字
を
守
れ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。朱
子
は『
敬

と
は
一
身
の
主
宰
で
あ
り
、
万
事
の
根
本
で
あ
る
』
と
言
う
。
私

が
見
る
に
そ
れ
は
違
う
。
聖
門
で
は
、
仁
義
を
旨
と
し
、
忠
信
を

主
と
し
て
い
る
。
敬
を
全
て
の
根
本
と
し
た
こ
と
な
ど
か
つ
て
な

い
」
と
言
う
。
学
者
が
仁
義
を
旨
と
し
、
忠
信
を
主
と
す
る
の
は

当
た
り
前
だ
。
孔
子
は
「
己
を
修
む
る
に
敬
を
以
て
す
」
と
言
っ

た
。
仁
義
は
己
を
修
め
る
根
本
で
あ
る
が
、
そ
の
要
は
敬
に
あ
る
。

さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
よ
う
。
敬
を
修
養
の
方
法
と
し
た
の
は
、
堯

舜
の
時
代
か
ら
夏
殷
周
三
代
を
経
て
、『
詩
経
』『
書
経
』六
芸（『
詩
』

『
書
』『
礼
』『
楽
』『
易
』『
春
秋
』
の
六
経
）
の
書
の
記
載
は
数
多

く
あ
る
。
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
顕
著
な
も
の
は
、
孔
子
が
「
敬
以

て
内
を
直
く
す
」
と
言
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
尊
重
し

奉
持
し
て
い
る
の
か
。『
春
秋
左
伝
』
や
『
国
語
』
に
至
っ
て
は
、

敬
を
言
う
こ
と
は
一
度
や
二
度
で
は
な
い
。『
国
語
』
に
「
敬
は
、

徳
の
集
積
で
あ
る
。
よ
く
敬
で
あ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
必
ず
徳
が

あ
る
」
と
言
う
。
こ
れ
は
何
を
尊
重
し
奉
持
し
て
い
る
の
か
。
仁

義
を
旨
と
し
よ
う
と
し
て
も
、
内
省
し
て
敬
が
な
け
れ
ば
、
ど
う

し
て
よ
く
仁
義
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
孔
子
に
至
っ
て
は
、
敬

で【
校
勘
】
○
左
氏
～
而
足　

線
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
を

考
え
た
箇
所
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
同
様
の
囲
み
の
横
に
別
の
文
句

を
書
い
て
い
る
箇
所
も
あ
る
）。
○
至
吾　

線
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

【
注
】
○
敬
、
尊
崇
奉
持
之
謂
～　
『
語
孟
字
義
』
巻
下
「
敬
」
に

見
え
る
。
た
だ
し
、
原
文
で
は
「
按
古
経
書
」
と
「
無
一
謂
」
の

間
に
「
或
説
敬
天
、
或
説
敬
鬼
神
、
或
説
敬
君
、
或
説
敬
親
、
或

説
敬
兄
、
或
説
敬
人
、
或
説
敬
事
、
皆
尊
崇
奉
持
之
意
」
が
あ
る
。

朱
子
曰
（
原
文
で
は
「
又
曰
」）
以
下
は
別
条
で
、
引
用
は
原
文

の
抜
き
書
き
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
未
嘗
以
敬
為
」
と
「
万

事
之
根
本
」
の
間
に
は
「
聖
学
之
成
終
始
而
」
が
あ
る
。
○
敬
者

～
根
本　

朱
子
『
大
学
或
問
』
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
原
文
で
は

「
根
本
」
で
は
な
く
「
本
根
」。
○
修
己
以
敬　
『
論
語
』
憲
問
篇

に
見
え
る
。
○
敬
以
直
内　
『
易
経
』
坤
卦
文
言
伝
に
見
え
る

（
１
ａ
に
既
出
）。
○
敬
者
～
有
徳　
『
国
語
』
で
は
な
く
『
春
秋
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左
氏
伝
』
僖
公
三
十
三
年
伝
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
原
文
で
は
「
敬

者
」
の
「
者
」
は
な
い
。

２
ｂ

学
者
曰
、「
行
篤
敬＊
」「
修
己
以
敬＊
」。
是
又
「
尊
崇
奉
持
」
何
物
乎
。

至
孟
子
亦
然
。
自
戦
国
歴
秦
漢
、
聖
王
不
作＊
、
処
士
横
議
、
放
蕩＊

自
恣
、
即
遺
敬
。
至
晋
、
清
言
之
徒
出
、
言
礼
法
豈
為
吾
輩
設

哉＊
。
夫
礼
者
敬
耳
。
此
輩
蔑
礼
、
況
敬
乎
。
即
、
乱
頭
養
望
言
曠

達＊
、
世
之
悦
放
肆
者
、
滔
々
皆
帰
之
、
不
知
有
復＊
聖
門
正
心
威
儀＊

之
学
。
如
王
弼
、
何
晏
之
倫
、
雖
以
『
易
』『
論
語
』
為
専
門
、
其

為
人
浮
虚＊
躁
妄
、
皆
不
足
取
。
於
是
、
武
人
俗
吏
、
易
其
誕
。
於

是＊
、
異
端
邪
説
乗
其
虚
鼓
其
説
以
軽
慢
之
。
因
循
至
唐
末
五
代
遂

併
君
臣
之
義
廃
之
。夫
敬
与
義
者
相
為
表
裏
内
外
者
也
。故
曰
、「
敬

以
直
内
、
義
以
方
外
」。
夫
廃
敬
、
則
義
従
而
亡
、
亦

【
大
意
】
学
生
を
教
育
し
て
、「
行
い
が
篤
敬
」
と
か
「
己
を
修
む

る
に
敬
を
以
て
す
」
と
か
言
っ
た
。
こ
れ
も
何
を
尊
重
し
奉
持
し

て
い
る
の
か
。
孟
子
に
至
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
戦
国
時
代
か
ら

秦
漢
を
経
て
、
聖
王
は
出
現
せ
ず
、
在
野
の
士
が
勝
手
な
議
論
を

し
、
好
き
勝
手
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
敬
を
顧
み
な
く
な
っ

た
。
晋
に
な
っ
て
、
清
談
の
徒
が
登
場
し
、
礼
法
は
ど
う
し
て
我

ら
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
言
う
よ
う
に
な
っ

た
。
礼
は
敬
に
尽
き
る
。
こ
れ
ら
の
輩
は
礼
を
軽
ん
じ
た
。
敬
は

な
お
さ
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
頭
を
ぼ
さ
ぼ
さ
に
し
て
名
声
を

求
め
る
こ
と
を
豁
達
と
言
い
、
世
の
放
埓
を
好
む
者
は
続
々
と
こ

れ
に
就
き
、
も
は
や
聖
門
に
心
を
正
し
威
儀
を
整
え
る
学
が
あ
る

こ
と
を
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
王
弼
、
何
晏
の
徒
は
『
易
』
や
『
論

語
』
を
専
門
と
し
た
が
、
そ
の
人
と
な
り
は
軽
薄
が
さ
つ
で
、
取

る
に
足
り
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
武
人
や
俗
吏

が
そ
の
虚
誕
を
心
地
よ
く
思
っ
た
。
そ
こ
で
、
異
端
の
邪
説
が
そ

の
隙
に
乗
じ
て
説
を
主
張
し
、
そ
れ
（
敬
）
を
侮
っ
た
。
そ
れ
が

踏
襲
さ
れ
て
唐
末
五
代
に
至
り
、
つ
い
に
君
臣
の
義
ま
で
も
が
廃

さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
敬
と
義
と
は
相
表
裏
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
「
敬
以
て
内
を
直
く
し
、
義
以
て
外
を
方
に
す
」
と
言
う

の
だ
。
敬
を
廃
す
れ
ば
義
も
ま
た
滅
び
る
こ
と
は
、

【
校
勘
】
○
蕩　
「
肆
」
を
見
せ
消
ち
し
て
直
す
。
○
曠
達　

原
文

は
「

達
」
だ
が
改
め
た
。
○
有
復　

線
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
○

威
儀　

後
か
ら
の
挿
入
。
○
浮
虚　
「
放
肆
」
を
見
せ
消
ち
し
て

直
す
。
○
於
是　

線
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

【
注
】
○
行
篤
敬　
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
に
「
子
曰
、
言
忠
信
、
行

篤
敬
、
雖
蛮
貊
之
邦
行
矣
。
言
不
忠
信
、
行
不
篤
敬
、
雖
州
里
行

乎
哉
」
と
見
え
る
。
○
修
己
以
敬　
『
論
語
』
憲
問
篇
に
見
え
る
。

○
聖
王
不
作
～　
『
孟
子
』
滕
文
公
下
篇
に
「
聖
王
不
作
、
諸
侯

放
恣
。
処
士
横
議
、
楊
朱
墨
翟
之
言
盈
天
下
」
と
見
え
る
。
○
礼

法
豈
為
吾
輩
設
哉　
『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
に
、
礼
儀
に
合
わ
な

い
行
動
を
咎
め
ら
れ
た
阮
籍
が
「
礼
豈
為
吾
輩
設
也
」
と
言
っ
た
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話
が
見
え
る
。〇
養
望　

名
声
を
求
め
る
。『
晋
書
』陶
侃
伝
に「
君

子
当
正
其
衣
冠
、
摂
其
威
儀
、
何
有
乱
頭
養
望
、
自
謂
宏
達
邪
」

と
見
え
る
。

３
ａ

可
観
。
由
是
、
簒
弑
相
継
於
上
、
邪
暴
並
興＊
於
下
。
雖
有
一＊
韓
退

之
唱
聖
学＊
、
不
能
本＊
之
於
理＊
性
、
亦
不
知
敬
之
可
尚
、
無
補
于
聖

教
。
及
宋
諸
君
子
以
礼
律
身
、
以
敬
存
心
、
以
復
唐
虞
三
代
之
旧
、

其
間
有
陸
象
山
者
悪
敬
。
至
明
興
、
王
陽
明
、
李
卓
吾
輩
亦
不
知

敬
義
之
為
学
、
佞
仏
授
禅＊
、
遂
夷
狄
入
中
国
、
敬
義
之
学
、
掃
地

而
尽
、
明
従
亡
。
由
是
観
之
、
敬
係
人
心
邪
正
、
国
家
治
乱
、
其

可
忽
乎
。
仁
斎
為
人
緩＊
慢
、
不
悦
義
気
激
烈
、
故
疾
敬
而＊
爾
。
吾

聞
古
所
謂
斉
魯
諸
儒
質
行
、
重
訐
人
之
短＊
、
不
露
己
之
長
、
唯
敬

是
依
。
如
石
家
父
子＊
謹
厚
、
是
也
。
豈
如
伊
家
父
子
。
或
曰
、「
如

子
説
、
則
子
亦
訐
仁
斎
之
短
也
、
非
耶
。」
曰
、
不
然
。

【
大
意
】目
に
見
え
て
い
る
。そ
の
た
め
、上
で
は
簒
奪
が
相
継
ぎ
、

下
で
は
暴
虐
が
頻
発
し
た
。
ひ
と
り
韓
愈
が
聖
門
の
学
を
唱
え
た

が
、
理
・
性
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
敬
が
尊
重
す
べ
き
も
の

だ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
聖
門
の
学
の
助
け
と
な
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
宋
の
諸
賢
人
が
礼
で
身
を
律
し
、
敬
で
心
を
存

し
、
堯
舜
三
代
の
旧
を
復
興
し
た
が
、
そ
の
時
期
に
は
陸
象
山
が

敬
を
嫌
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
明
が
興
る
に
至
り
、
王
陽
明
、
李
卓

吾
の
輩
も
ま
た
敬
・
義
の
学
た
る
を
知
ら
ず
、
仏
教
に
お
も
ね
り

禅
の
教
え
を
授
か
り
、
つ
い
に
夷
狄
が
中
国
に
入
り
、
敬
・
義
の

学
は
地
を
掃
っ
て
消
滅
し
、
明
も
ま
た
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
滅
亡

し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
敬
は
人
心
の
正
邪
、
国
家
の

治
乱
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
忽
せ
に
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
仁

斎
は
人
と
な
り
が
だ
ら
し
な
く
、
義
気
激
し
き
こ
と
を
好
ま
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
敬
を
嫌
っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
昔
の
斉
魯
の

儒
者
は
品
行
が
質
朴
で
、
人
の
短
所
を
あ
げ
つ
ら
う
の
を
は
ば
か

り
、
己
の
長
所
を
ひ
け
ら
か
さ
ず
、
た
だ
敬
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し

た
。
石
家
の
父
子
の
謹
直
が
そ
れ
で
あ
る
。
ど
う
し
て
、
伊
藤
家

の
父
子
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、「
あ
な
た
の
言
う
よ

う
な
ら
、
あ
な
た
も
仁
斎
の
短
所
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
い
る
の
で 

は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
は

違
う
。

【
校
勘
】
○
並
興　
「
比
」
を
見
せ
消
ち
し
て
直
す
。
○
有
一　

後

か
ら
の
挿
入
。
○
唱
聖
学　

線
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
○
本　
「
徴
」

を
見
せ
消
ち
し
て
直
す
。
○
理　
「
心
」
を
見
せ
消
ち
し
て
直
す
。

○
佞
仏
授
禅　

後
か
ら
の
挿
入
。
○
緩　
「
寛
」
を
見
せ
消
ち
し

て
直
す
。
○
而　

線
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

【
注
】
○
重
訐
人
之
短　

例
え
ば
、『
論
語
』
陽
貨
篇
に
「
子
貢
曰
、

君
子
亦
有
悪
乎
。子
曰
、有
悪
。悪
称
人
之
悪
者
」と
見
え
る
。他
、

後
漢
・
崔
瑗
（
子
玉
）
の
「
座
右
銘
」（『
文
選
』
巻
二
八
）
に
「
無

道
人
之
短
、
無
説
己
之
長
」
と
見
え
る
。
他
、『
菜
根
譚
』
前
集
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来
の
儒
教
の
考
え
で
は
な
く
、
禅
の
影
響
を
受
け
た
修
養
法
で
あ

る
と
批
判
す
る
。
仁
斎
は
忠
信
の
方
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
た

（『
語
孟
字
義
』
下
「
忠
恕
」
５
ａ
「
後
世
学
問
所
以
大
差
聖
人
之

意
者
、
専
由
以
持
敬
致
知
為
要
、
而
不
知
以
忠
恕
為
務
也
。」、 

「
敬
」
８
ａ
「
聖
門
之
学
以
仁
義
為
宗
、
而
忠
信
為
主
。」）。
そ
れ

に
対
し
て
、
履
軒
は
、
も
と
も
と
の
儒
教
に
あ
る
考
え
だ
と
し
て

反
駁
し
て
い
る
（
蘭
洲
は
敬
は
「
謹
独
」「
存
養
」
と
同
義
語
だ

と
言
う
（『
鉤
深
録
』
２
ａ
、
４
ｂ
））。
ま
た
、
仁
斎
が
た
だ
ひ

た
す
ら
に
朱
子
学
を
批
判
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
非
難
し
て

い
る
。

③
今
又
論
其
学
弊
。
仁
斎
曽
曰＊
、「
明
方
孝
孺＊
、
義
不
降
燕
王
、

禍
及
宗
族
朋
友
、
不
仁
之
甚
也
。」
吾
意
不
然
。
人
誰
不
死
。
病

疫
五
日
、
不
汗
則
死
。
宗
族
朋
友
頼
正
学
之
操
、
得
皆
為
忠
義
之

魂
。
豈
啻
朋
友
宗
族
。
明
一
代
四
百
年
、
君
臣
之
道
、
仁
義
之
学
、

未
墜
於
地
、
諸
儒
輩
出
者
、
皆
正
学
赴
義
於
国
初
之
所
致
也
。
嗚

乎
、
盛
矣
哉
。
設＊
使
仁
斎
当
是
時
、
其
必
鼠

【
大
意
】今
ま
た
そ
の
学
の
弊
害
を
論
じ
よ
う
。仁
斎
は
か
つ
て「
明

の
方
孝
孺
は
、
義
と
し
て
燕
王
に
降
伏
せ
ず
、
禍
を
宗
族
朋
友
に

及
ぼ
し
た
の
は
、
不
仁
た
る
こ
と
甚
だ
し
い
」
と
言
っ
た
。
私
は

そ
う
で
は
な
い
と
考
え
る
。
人
は
誰
し
も
死
ぬ
。
病
気
に
な
っ
て

五
日
し
て
、
汗
を
か
か
な
け
れ
ば
死
ぬ
。
宗
族
朋
友
は
正
学
の
操

一
二
〇
項
に
「
毋
以
己
之
長
而
形
人
之
短
」
と
見
え
る
。
○
石
家

父
子　

漢
の
人
・
石
奮
と
そ
の
子
・
建
ら
を
言
う
。『
史
記
』「
万

石
張
叔
列
伝
」
に
は
、
彼
ら
親
子
を
「
恭
敬
」「
恭
謹
」
な
ど
の

語
で
称
え
て
い
る
。

３
ｂ

余
学
程
朱
者
也
。
是
欲
援
程
朱
解
仁
斎
之
囲
耳
。
仁
斎
以
来
之
諸

儒
、
欲＊
異
於
宋
儒
者
、
飲
食
亦
非
之
、
寤
寐
亦
詆
之
、
唯
事
辨
駁
、

吹
毛
求
疵
、
視
説
敬
者
便
斥
為
道
学
先
生
、
嗤
笑
之
、
斉
魯
之
質

行
、
不
可
復
視＊
。
唱＊
復
古
之
学
而
其
人
不
古
、
如
此
何
也
。

【
大
意
】
私
は
程
朱
を
学
ぶ
者
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
程
朱
を
援
用

し
て
仁
斎
の
包
囲
網
を
解
こ
う
と
し
て
い
る
だ
け
だ
。
仁
斎
以
来

の
儒
者
た
ち
で
宋
儒
と
差
別
化
を
図
ろ
う
と
す
る
者
は
、
飲
食
の

間
も
こ
れ
を
批
判
し
、
寝
て
も
覚
め
て
も
こ
れ
を
そ
し
り
、
た
だ

反
駁
す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
、
あ
ら
捜
し
を
し
て
、
敬
を
説
く
人

を
見
れ
ば
道
学
先
生
と
排
斥
し
嘲
笑
い
、
斉
魯
の
質
朴
な
る
品
行

は
影
を
潜
め
た
。
復
古
の
学
を
唱
え
な
が
ら
、
そ
の
人
は
古
の
よ

う
で
な
い
の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
か
。

【
校
勘
】
○
欲　

後
か
ら
の
挿
入
。
○
不
可
復
視　
「
掃
地
尽
焉
」

を
囲
ん
だ
横
に
書
く
。
○
唱　

後
か
ら
の
挿
入
。

【
解
説
】
以
上
、
主
に
仁
斎
の
「
敬
」
軽
視
を
批
判
す
る
。「
居
敬

窮
理
」
と
い
う
こ
と
ば
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
朱
子
学
に
お
い

て
は
「
敬
」
は
最
重
要
語
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
仁
斎
は
そ
れ
は
本
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に
よ
っ
て
み
な
忠
義
の
魂
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
宗
族
朋
友
だ

け
で
は
な
い
。
明
代
の
四
百
年
間
、
君
臣
の
道
・
仁
義
の
道
が
地

に
墜
ち
ず
諸
儒
が
輩
出
し
た
の
は
、
み
な
国
初
に
な
ら
っ
て
正
学

で
も
っ
て
義
に
つ
い
た
か
ら
で
あ
る
。
あ
あ
、
盛
ん
な
こ
と
よ
。

も
し
仁
斎
が
こ
の
時
に
い
れ
ば
、
必
ず

【
校
勘
】
○
設　

後
か
ら
の
挿
入
。

【
注
】
○
仁
斎
曽
曰　
『
童
子
問
』
巻
下
十
二
章
一
九
八
頁
に
「
宋

儒
謬
解
中
庸
明
哲
保
身
之
旨
、
貽
害
善
類
甚
大
矣
。
方
孝
孺
之
在

永
楽
、
李
夢
陽
等
在
正
徳
、
是
已
。
可
不
謹
乎
」
と
あ
る
。
○
方

孝
孺　

明
の
儒
者
。
建
文
帝
の
侍
講
で
あ
り
、
建
文
帝
を
攻
め
た

永
楽
帝
を
叛
臣
と
断
じ
、
あ
く
ま
で
抵
抗
し
、
つ
い
に
磔
刑
に
処

せ
ら
れ
、
一
族
も
巻
き
添
え
を
く
っ
て
処
刑
さ
れ
た
。「
古
学
論
」

で
は
「
謝
枋
得
」
に
作
る
（
中
之
島
図
書
館
蔵
朝
日
文
庫
本
に
は
、

「
明
謝
枋
得
・
畳
山
、
方
孝
孺
・
正
学
之
誤
」
と
い
う
校
正
が
見

え
る
）。

４
ａ

伏
蠖
屈＊
代
草
降
詔
、
称
燕
王
為
堯
舜
復
出
、
涕
泣
乞
憐
而
後
得
富

貴
、
誇
耀
庸
俗
。
彜
倫
於
斯
乎
隳
哉
、
聖
学
於
斯
乎
崩
哉
。
雖
燕

王
之
暴
悍
、
視
其
怯
懦
、
鄙＊
之
耳
。

仁
斎
復
論＊

近
代
蒲
家
之
寡
婦
不
肯
豊
太
閤
非
礼
之
聘
国
遂
除
、

以
為
一
婦
人
之
節
軽
、
群
臣
喪
禄
之
禍
重
。
余
又
意
不
然
。
亦
唯

頼
一
婦
人
之
節
而
群
臣
得
為
皆＊
忠
義
之
人
也
非
邪
。
学
者
苟
不
問

節
義
、
唯
利
身
之
従
、
則
何
不
去
而
学
管
商＊
之
術
。

由
是
観
之
、
仁
斎
則
可
謂
功
利
餘
習
。

【
大
意
】
媚
び
へ
つ
ら
っ
て
降
伏
文
書
を
代
筆
し
、
燕
王
は
堯
舜

の
再
来
だ
と
称
え
、
泣
い
て
憐
れ
み
を
乞
う
て
富
貴
を
得
て
、
俗

人
に
自
慢
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
人
倫
道
徳
は
や
ぶ

れ
、
聖
学
は
崩
れ
る
。
暴
虐
な
燕
王
と
い
え
ど
も
、
卑
怯
者
と
し

て
こ
れ
を
軽
蔑
す
る
で
あ
ろ
う
。

仁
斎
は
ま
た
近
頃
の
蒲
生
家
の
寡
婦
（
冬
姫
）
が
豊
臣
秀
吉
の

非
礼
の
招
き
に
応
じ
ず
家
が
転
封
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
論
じ

て
、
一
婦
人
の
節
義
は
軽
い
が
、
群
臣
が
禄
を
失
っ
た
禍
は
重
い

と
言
う
。
こ
れ
も
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
た
だ
一
人
の
婦
人
の

節
義
に
よ
っ
て
群
臣
が
み
な
忠
義
の
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
。
学
者
が
い
や
し
く
も
節
義
を
問
わ
ず
た
だ
自
分
の

身
を
利
す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
れ
ば
、
管
商
の
学
（
功
利
の
学
）

を
学
ん
だ
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
仁
斎
は
功
利
の
余
習
と
言
う
べ
き

だ
ろ
う
。

【
校
勘
】○
鄙　
「
賤
」を
見
せ
消
ち
し
て
直
す
。○
為
皆　
「
皆
為
」

を
直
す
。

【
注
】
○
鼠
伏
蠖
屈　

鼠
が
隠
れ
た
り
尺
取
虫
が
縮
こ
ま
っ
た
り

す
る
よ
う
に
、
卑
し
く
人
に
媚
び
る
こ
と
。
○
仁
斎
復
論　

出
拠

未
詳
。
冬
姫
は
、
織
田
信
長
の
次
女
で
蒲
生
氏
郷
の
正
室
。
美
貌
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の
持
ち
主
で
、
蒲
生
氏
郷
の
死
後
、
豊
臣
秀
吉
に
言
い
寄
ら
れ
る

も
拒
否
、
結
果
蒲
生
家
が
減
封
さ
れ
て
し
ま
う
︒
○
管
商　

管
仲
、

商
鞅
。
法
家
に
属
す
と
さ
れ
る
思
想
家
、
宰
相
。『
管
子
』
は
管

仲
の
、『
商
君
書
』
は
商
鞅
の
思
想
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
。

【
解
説
】
以
上
、「
義
」
を
め
ぐ
る
議
論
。
実
際
の
結
果
を
重
視
す

る
仁
斎
と
結
果
に
関
わ
ら
ず
義
理
を
尽
く
す
こ
と
（「
心
根
」）
を

重
視
す
る
蘭
洲
と
の
対
立
。

④
其
子
長
胤
東
涯
『
童
子
問
』
序
曰
、「
道
之
在
天
下
也
、
無
処

不
到
、
無
時
不
然
、
不
為
聖
人
而
存
、
不
為
小
人
而
亡
、
亘
古
今

而
不
変
、
放
四
海

【
大
意
】
そ
の
子
の
東
涯
の
『
童
子
問
』
序
に
は
、「
道
は
天
下
に

お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
・
時
間
に
存
在
し
、
聖
人
が
い
る
た
め

に
存
在
す
る
の
で
も
、
小
人
物
が
い
る
た
め
に
な
く
な
る
も
の
で

も
な
く
、
古
今
不
変
で
あ
り
、
東
西
南
北
ど
こ
で
も

４
ｂ

而
有
準＊
、
行
乎
日
用
彜
倫
之
間
、
而
非
無
声
無
臭＊

之
理
。」
是
東

涯
錮
於
家
学
、
不
知
道
也
。
夫
無
声
無
臭
者
、
非
上
天
之
載
乎
。

上
天
之
載
、
非
天
道
耶
。
故
曰
、「
道
之
大
原
出
於
天＊

」、
是
也
。

無
声
無
臭
之
理
即
日
用
彜
倫
之
道
、
本
非
別
有
無
声
無
臭
之
理
。

子
思
慮
学
者
徒
知
日
用
仁
義
礼
智
之
為
道
而
不
知
隠
微
窈
冥
中
自＊

有
道
存
、
故
撰＊
『
中
庸
』
引
孔
子
語
以
暁
之
耳
。
豈＊
如
仁
斎
父
子

以
日
用
彜
倫
之
道
為
偶
然
乎
、又
以
為
後
世
学
問
日
趨
高
遠
与『
論

語
』
之
旨
相
背
馳
。
学
問
日
趨
高
遠
、
豈
必
咎
之
。
唯
其
遺
日
用

常
行
、
空
言
談
道
、
是
為
可
悪
也
。
仁
斎
意
則
以
為
聖
人
未
嘗
説

高
遠
也
。
然
説
卦

【
大
意
】
標
準
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
日
常
の
人
倫
の
間
に
行
わ

れ
て
、〔
朱
子
の
言
う
〕無
声
無
臭
の
理
な
ど
で
は
な
い
」と
言
う
。

こ
れ
は
東
涯
が
家
学
に
囚
わ
れ
て
い
て
道
を
知
ら
な
い
の
で
あ

る
。「
無
声
無
臭
」
と
は
〔『
詩
経
』
に
言
う
よ
う
に
〕「
上
天
の

載
（
こ
と
）」
で
は
な
い
の
か
。「
上
天
の
載
（
こ
と
）」
と
は
天
道

で
は
な
い
の
か
。
だ
か
ら
、「
道
の
大
本
は
天
か
ら
出
る
」
と
い

う
の
で
あ
る
。
無
声
無
臭
の
理
が
す
な
わ
ち
日
常
人
倫
の
道
で
あ

り
、
も
と
も
と
別
に
無
声
無
臭
の
理
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
子

思
は
、
学
ぶ
人
が
い
た
ず
ら
に
日
常
の
仁
義
礼
智
が
道
徳
だ
と
知

る
だ
け
で
目
に
見
え
な
い
奥
深
い
中
に
道
が
存
す
る
こ
と
を
知
ら

な
い
の
を
慮
っ
て
、『
中
庸
』
を
編
纂
し
孔
子
の
語
を
引
用
し
て

そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
だ
け
だ
（
＊
蘭
洲
の
『
中
庸
』
観
）。

仁
斎
父
子
の
よ
う
に
、
日
常
人
倫
の
道
徳
を
偶
然
の
も
の
（
根
拠

の
な
い
も
の
）
だ
と
考
え
た
り
、
後
世
の
学
問
が
だ
ん
だ
ん
高
遠

な
も
の
と
な
り
『
論
語
』
の
主
旨
と
乖
離
し
た
と
考
え
た
わ
け
で

は
な
い
。
学
問
が
だ
ん
だ
ん
高
遠
に
な
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
咎

め
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、
日
常
生
活
の
な
す
べ
き
行
為

を
忘
れ
空
理
空
言
に
ふ
け
る
こ
と
が
に
く
む
べ
き
こ
と
な
の
だ
。
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仁
斎
は
聖
人
は
い
ま
だ
か
つ
て
高
遠
な
こ
と
は
説
か
な
か
っ
た
と

考
え
た
。
だ
が
、『
易
経
』
説
卦
伝
に

【
校
勘
】
○
自　

後
か
ら
の
挿
入
。
○
撰　

後
か
ら
の
挿
入
。
○

豈　

後
か
ら
の
挿
入
。

【
注
】
○
放
四
海
而
有
準　
『
礼
記
』
祭
義
篇
に
、
孝
の
普
遍
性
を

表
現
し
て
「
放
諸
東
海
而
準
」（
以
下
、
西
海
・
南
海
・
北
海
に

つ
い
て
も
同
じ
）
と
見
え
る
。
○
無
声
無
臭　
『
詩
経
』
大
雅
・

文
王
に
「
上
天
之
載
、
無
声
無
臭
」
と
見
え
る
。『
中
庸
』
三
十

三
章
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
宋
学
の
世
界
観
を
表
す
『
太
極
図

説
』
の
朱
子
解
説
（「
朱
子
太
極
図
説
解
」）
で
も
太
極
の
様
子
を

表
す
こ
と
ば
と
し
て
見
え
る
。
○
道
之
～
於
天　
『
漢
書
』
董
仲

舒
伝
（「
天
人
三
策
」）
に
見
え
る
。

５
ａ

曰
、「
昔
者
、
聖
人
之
作
『
易
』
也
、
将
以
順
性
命
之
理
。
是
以

立
天
之
道
曰
陰
与
陽
、
立
地
之
道
曰
柔
与
剛
、
立
人
之
道
曰
仁
与

義
。」孟
子
曰
、「
道
者
高
矣
微
矣＊
。」顔
子
曰
、「
高
、堅
、前
、後＊
。」

由
是
観
之
、
孔
、
顔
、
思
、
孟
、
皆
聖
賢
之
資
、
視
道
皆
高
遠
。

唯
使
学
者
自
卑
近
求
之
已
、
非
曰＊
道
本
卑
近
也
。
今
、
高
遠
之
理

絶
于
口
而
不
言
、
乃＊
見
説
高
遠
之
理
皆
指
為
老
仏
。
是
不
知
道
本

無
高
卑
之
別
、
而
高
遠
微
妙
之
理
挙
譲
与
諸
異
端
、
自
屈
甘
卑
近
、

是
餔
其
糟
棄
其
漓＊
也
。
豈＊
可
哉
。
学
者
以
此
等
説
為
至
珍
至
宝
以

為
鄒
魯＊

正
脈
。
鄒
魯
正
脈
吾
不
識
何
謂
、
唯
拠
『
語
』『
孟
』
推

孔
孟
之
旨
、
乃
見
聖
人
説
道
皆
本
於
天
、
不
曽

【
大
意
】「
昔
、
聖
人
が
『
易
』
を
作
っ
た
の
は
、
性
命
の
理
に
順

う
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
天
の
道
を
立
て
て
陰
と
陽
と
言
い
、

地
の
道
を
立
て
て
柔
と
剛
と
言
い
、
人
の
道
を
立
て
て
仁
と
義
と

言
っ
た
」
と
言
う
。
孟
子
は
「
道
は
高
く
て
微
な
る
も
の
だ
」
と

言
っ
た
。
顔
回
は
〔
孔
子
を
称
え
て
〕「
高
く
、
堅
固
で
、
前
に

あ
り
、
後
に
あ
る
」
と
言
っ
た
。
以
上
か
ら
見
れ
ば
、
孔
子
も
顔

回
も
子
思
も
孟
子
も
、
聖
賢
の
資
質
の
あ
る
人
は
み
な
道
を
高
遠

な
も
の
だ
と
見
て
い
た
。
た
だ
、
学
ぶ
人
が
卑
近
（
身
近
）
な
と

こ
ろ
か
ら
求
め
て
い
く
よ
う
に
し
た
だ
け
で
、
道
が
卑
近
な
も
の

で
あ
る
と
言
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
今
、
高
遠
な
理
を
口
を
閉
ざ

し
て
言
わ
な
い
の
は
、
高
遠
な
理
を
説
く
の
は
す
べ
て
道
家
思
想

と
仏
教
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
道
に
は
も
と
も

と
高
い
低
い
と
い
う
別
が
な
い
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
、
高
遠
で
微

妙
な
理
は
す
べ
て
異
端
に
譲
り
、
自
ら
は
卑
近
に
甘
ん
ず
る
も
の

で
、
か
す
を
食
べ
て
お
い
し
い
上
澄
み
部
分
を
捨
て
る
よ
う
な
も

の
だ
。
そ
れ
で
は
だ
め
で
あ
ろ
う
。
学
ぶ
人
は
こ
れ
ら
の
説
を
あ

り
が
た
い
も
の
と
祭
り
上
げ
、〔
孔
子
孟
子
の
故
郷
で
あ
る
〕
鄒

魯
の
正
当
な
学
問
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
私
は
鄒
魯
の
正
統
な

学
と
は
何
物
を
言
う
の
か
は
知
ら
な
い
が
、『
論
語
』
や
『
孟
子
』

に
よ
っ
て
孔
孟
の
主
旨
を
推
察
す
れ
ば
、
聖
人
が
道
を
説
く
場
合

す
べ
て
天
に
基
づ
い
て
お
り
、
か
つ
て
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【
校
勘
】
○
曰　

後
か
ら
の
挿
入
。
○
乃　

後
か
ら
の
挿
入
。
○

豈　

線
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

【
注
】
○
道
者
高
矣
微
矣　
『
孟
子
』
尽
心
上
篇
に
見
え
る
。
た
だ

し
、
原
文
は
「
道
則
高
矣
美
矣
」。
○
高
、
堅
、
前
、
後　
『
論
語
』

子
罕
篇
の
「
顔
淵
喟
然
歎
曰
、
仰
之
弥
高
、
鑽
之
弥
堅
、
瞻
之
在

前
、
忽
焉
在
後
」
を
言
う
。
○
餔
其
糟
棄
其
漓　

餔
は
食
う
、
漓

は
上
澄
み
。
糟
を
食
べ
て
上
澄
み
を
棄
て
る
。『
楚
辞
』「
漁
父
辞
」

に
「
衆
人
皆
酔
、
何
不
餔
其
糟
而
歠
其
釃
」
と
あ
る
（
漁
父
が
屈

原
に
衆
人
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
勧
め
る
語
）
の
を
参
照
。
○
鄒
魯 

　

鄒
（
す
う
）
は
孟
子
の
、
魯
は
孔
子
の
故
郷
。
引
い
て
儒
学
を

言
う
。

５
ｂ

懸
空
掲
道
以
示
人
。
是
天
人
合
一
之
学＊
、
何
嘗
在
甘
卑
近
。
夫
談

天
之
至
、
則
至
無
声
無
臭
而
竭
焉
。
仁
斎
独
悦＊
道
為
卑
近
、
不
亦

異
哉
。
蓋
仁
斎
常
以
老
仏
為
高
遠
之
道
也
。
以
余
見
之
、
仏
老
之

道
視
吾
道
則
卑
近
万
々
、
豈
嫌
之
。
夫
道
者
人
倫
之
所
由
行
、
天

地
之
所
由
立
、
欲
不
高
遠
、
得
乎
。
設
以
老
仏
為
高
遠
、
悪
吾
道

之
似
是
、
特＊
為
卑
近
之
説
欲
以
異
之
。
譬
諸
、
削
足
適
履＊
、
不
亦

倒
乎
。

【
大
意
】〔
た
だ
根
拠
な
し
に
〕
宙
に
浮
い
た
も
の
と
し
て
道
を
掲

げ
て
人
に
示
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
天
人
合

一
の
学
で
あ
り
、
か
つ
て
卑
近
に
甘
ん
じ
た
こ
と
な
ど
な
い
。
そ

も
そ
も
天
の
極
致
を
論
じ
れ
ば
、
無
声
無
臭
に
行
き
着
い
て
尽
き

る
。
仁
斎
が
ひ
と
り
う
れ
し
気
に
道
が
卑
近
な
も
の
で
あ
る
と
す

る
の
は
、
特
異
な
こ
と
で
は
な
い
か
。
思
う
に
、
仁
斎
は
常
々
老

仏
の
こ
と
を
高
遠
な
道
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
私
が
思

う
に
、
老
仏
の
道
が
わ
が
道
を
見
て
卑
近
千
万
だ
と
し
て
も
嫌
う

必
要
は
な
い
。
そ
も
そ
も
道
は
人
倫
が
行
動
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
す

る
も
の
で
あ
り
、
天
地
が
よ
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
高
遠
で

な
い
こ
と
を
欲
し
て
も
可
能
な
は
ず
が
な
い
。
も
し
、
老
仏
が
高

遠
だ
と
考
え
、
わ
が
道
が
そ
れ
に
似
て
い
る
こ
と
を
嫌
う
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
た
だ
卑
近
の
説
で
あ
る
こ
と
で
老
仏
と
差
別
化
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
例
え
れ
ば
自
分
の
足
を
削
っ
て

靴
に
合
わ
せ
る
よ
う
な
行
為
で
、
本
末
転
倒
は
な
は
だ
し
い
。

【
校
勘
】
○
悦　
「
以
」
を
見
せ
消
ち
し
て
直
す
。
○
特　

原
文
は

「
恃
」
だ
が
改
め
た
。
こ
の
字
は
貼
り
紙
で
修
正
し
て
い
る
。「
古

学
論
」
で
は
「
特
」
に
作
る
。（
１
ａ
、
８
ａ
、
14
ａ
、
24
ｂ
に

も
同
例
あ
り
。）

【
注
】
○
天
人
合
一
之
学　

蘭
洲
は
「
天
人
事
物
一
貫
之
図
」
を

描
い
て
、
天
と
人
が
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
弟
子
に
強
調

し
て
い
た
（
拙
稿
「
五
井
蘭
洲
「『
中
庸
』
天
命
性
図
」
に
つ
い
て
」（『
日

本
漢
文
学
研
究
』
十
一
号
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
）。
○
削
足
適
履　

本

末
転
倒
し
て
い
る
こ
と
を
例
え
る
。『
淮
南
子
』説
林
訓
に
見
え
る
。

【
解
説
】
こ
こ
は
仁
斎
批
判
の
中
心
で
あ
る
。
仁
斎
は
、
儒
教
を
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形
而
上
学
的
な
理
屈
で
は
な
く
、
日
用
人
倫
の
道
（
道
徳
）
で
あ

る
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
蘭
洲
は
天
に
基
づ
く
こ
と
と
日
用

人
倫
の
道
は
矛
盾
し
な
い
（
一
致
し
て
い
る
、「
人
道
」
も
「
天
道
」

だ
）
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
蘭
洲
の
考
え
は
、『
中
庸
首
章
解
』

に
詳
し
い
（
拙
稿
「
五
井
蘭
洲
『
中
庸
首
章
解
』
翻
刻
・
注
釈
」（『
懐
徳
堂

研
究
』
七
号
、
二
〇
一
六
年
）、
拙
稿
「
五
井
蘭
洲
「『
中
庸
』
天
命
性
図
」

に
つ
い
て
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
十
一
号
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
）。
儒

教
を
卑
近
な
教
え
と
す
る
こ
と
の
批
判
は
18
ａ
に
も
見
え
る
。

〔
以
下
、
一
段
、
段
下
げ
。『
古
義
』
批
判
が
開
始
さ
れ
る
。
訓
詁

が
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
。〕

【
附
録
】「
土
橋
宗
信
に
与
え
る
書
」（『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
上
（
中

之
島
図
書
館
蔵
０
４
１
―
４
２
０
）
39
ｂ
―
40
ｂ
）

＊�

含
翠
堂
で
仁
斎
学
を
修
め
る
土
橋
宗
信
に
宛
て
た
文
章
（
原
文

に
題
名
は
な
い
）。
蘭
洲
の
仁
斎
批
判
（
仁
斎
の
朱
子
学
批
判

の
ポ
イ
ン
ト
も
）
が
端
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

有
為
仁
斎
之
学
者
土
橋
宗
信＊

曰
、「
朱
子
教
人
以
居
敬
窮
理
、
居

敬
則
令
人
畏
縮
、
窮
理
則
令
人
逐
物
、
非
孔
孟
本
旨
。」
予
答
曰
、

「
不
然
。
居
敬
、
則
必
内
省
、
内
省
則
不
疚＊
、
不
疚
則
何
畏
縮
之
有
。

窮
理＊
者
、
先
所
急
、
朱
子
之
訓
也
。
性
、
天
理
所
存
、
率
性＊
則
不

逐
物
。
子
説
乃
仁
斎
所
憎
禅
家
理
障＊
之
見
也
。
子
請
試
察
、
為
人

子
者
何
故
孝
於
親
、
為
人
臣
者
何
故
忠
於
君
、
則
為
孝
忠
之
理
自

著
。
不
能
不
窮
理
。
其
他
物
、
皆
有
性
、
有
性
必
有
理
、
与
我
一

理
、
君
子
不
弃
之
、
故
曰＊
『
舜
明
庶
物
、
察
於
人
倫
』、
人
倫
、

所
急
也
。
舜
之
大
孝＊
也
、
周
公
純
忠＊
、
皆
窮
理
之
至
也
。
子
若
悪

窮
理
為
忠
孝
、
則
其
忠
孝
皆
虚
仮
偽
詐
、
不
能
実
践
。
釈
氏
空
簸

弄＊
一
心
、
廃
事
理
、
故
曰
事
障
、
理
障
耳
。
子
以
窮
理
為
障
、
何

不
披
剃
為
僧
。」

【
大
意
】
仁
斎
の
学
を
修
め
る
土
橋
宗
信
は
以
下
の
よ
う
に
言
っ

た
。「
朱
子
は
人
に
教
え
る
の
に
、「
居
敬
窮
理
」と
言
っ
た
が
、「
居

敬
」
す
れ
ば
人
を
萎
縮
さ
せ
る
し
、「
窮
理
」
す
れ
ば
人
に
〔
ひ

た
す
ら
〕
事
物
を
追
い
か
け
さ
せ
、
孔
子
孟
子
本
来
の
意
図
で
は

な
い
」と
。私
は
答
え
て
以
下
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
そ
れ
は
違
う
。

「
居
敬
」す
れ
ば
、必
ず
内
省
し
、内
省
す
れ
ば
良
心
に
恥
じ
な
い
。

良
心
に
恥
じ
な
け
れ
ば
ど
う
し
て
萎
縮
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

「
窮
理
」
は
、
喫
緊
の
急
務
（
い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
）
を
先
に

す
る
と
い
う
の
が
朱
子
の
教
え
で
あ
る
。
性
は
、
天
理
が
存
す
る

と
こ
ろ
で
、
性
に
率
（
し
た
が
）
え
ば
、
物
を
追
い
か
け
る
こ
と

も
な
い
。
あ
な
た
の
説
こ
そ
が
仁
斎
の
憎
む
禅
家
の
理
障
の
見
で

あ
る
。
試
し
に
、
人
の
子
た
る
者
は
ど
う
し
て
親
に
孝
行
す
る
の

か
。
人
臣
た
る
者
は
ど
う
し
て
君
主
に
忠
義
を
尽
く
す
の
か
考
え

て
み
ら
れ
よ
。
そ
う
す
れ
ば
、
孝
行
忠
義
を
為
す
理
は
自
ず
か
ら
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現
れ
、
理
を
窮
め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
物
も
す

べ
て
性
が
あ
り
、
性
が
あ
れ
ば
必
ず
理
が
あ
り
、
私
と
同
じ
理
で

あ
り
、
君
子
は
そ
れ
を
棄
て
置
く
こ
と
は
し
な
い
。
だ
か
ら
、「
舜

は
諸
物
に
明
ら
か
で
人
倫
を
察
知
し
て
い
た
」と
言
う
の
で
あ
る
。

人
倫
は
喫
緊
の
急
務
（
い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
）
で
あ
る
。
舜
の

大
孝
、
周
公
の
純
忠
は
み
な
窮
理
の
極
致
で
あ
る
。
あ
な
た
が
も

し
窮
理
を
嫌
っ
て
忠
孝
を
な
せ
ば
、
そ
の
忠
孝
は
み
な
偽
物
で
実

践
で
き
な
い
。
釈
氏
が
心
を
も
て
あ
そ
ん
で
、
事
物
の
理
を
廃
し
、

事
障
・
理
障
と
言
う
の
と
同
じ
だ
。
あ
な
た
は
窮
理
を
障
碍
と
す

る
な
ら
ど
う
し
て
頭
を
ま
る
め
て
僧
と
な
ら
な
い
の
か
。」

【
注
】
○
土
橋
宗
信　

土
橋
宗
信
は
含
翠
堂
を
建
て
た
人
。
仁
斎

学
を
学
び
、
含
翠
堂
に
伊
藤
東
涯
を
招
い
て
い
た
。
○
内
省
則
不

疚　
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
「
内
省
不
疚
、
夫
何
憂
何
懼
」
と
見
え
る
。

○
窮
理　

蘭
洲
の
窮
理
の
考
え
は
性
を
知
る
こ
と
（
蘭
洲
『
知
新

録
』
66
ｂ
～
「
心
ノ
本
体
ヲ
知
ル
ハ
窮
理
ノ
事
（
＊
心
ノ
静
ナ
ル

ハ
性
）、
…
窮
理
ニ
テ
我
心
ノ
本
体
ヲ
実
知
実
見
ス
」）。『
玉
講
附

録
紀
聞
』
上
10
ａ
（
定
義
あ
り
）「
尊
徳
性
ハ
（
五
常
の
徳
を
貴

ぶ
こ
と
で
は
な
く
）
天
下
ノ
万
事
ハ
五
常
ノ
性
ノ
外
ニ
散
ジ
タ
ル

ガ
日
用
万
事
ト
ナ
レ
リ
。
ソ
レ
ユ
ヘ
、
其
本
体
ヲ
尊
ム
事
（
＊
天

理
（
自
然
の
摂
理
）
に
対
す
る
信
仰
）
也
。
窮
理
ト
云
モ
、
徳
性

中
ノ
理
ヲ
一
々
キ
ハ
メ
尽
ス
ガ
道
問
学
也
。」
＊
尊
徳
性
―
存
養
、

道
問
学
―
窮
理
。
○
率
性　
『
中
庸
』
第
一
章
に
「
天
命
之
謂
性
、

率
性
之
謂
道
、
修
道
之
謂
教
」
と
見
え
る
。
○
理
障　
『
蘭
洲
先

生
遺
稿
』
上
巻
39
ａ
、『
二
程
全
書
講
義
』
下
62
ａ
、『
雑
纂
』
上

巻
（
０
４
１
／
４
２
２
）
21
ａ
に
見
え
る
。『
円
覚
経
』
で
は
、

悟
り
の
妨
げ
に
な
る
二
つ
の
障
碍
（
二
障
）
に
、
理
障
と
事
障
が

あ
る
と
さ
れ
る
。
理
障
は
、
真
理
を
見
る
こ
と
を
妨
げ
る
無
知
の

こ
と
で
、
事
障
は
、
生
死
を
継
続
さ
せ
る
煩
悩
の
こ
と
。
理
障
・

事
障
に
つ
い
て
は
、『
困
知
記
』
巻
下
73
（
標
点
本
『
困
知
記
』（
中

華
書
局
、一
九
九
〇
年
）四
五
頁
）で
も
言
及
す
る
。○
故
曰　
『
孟

子
』
離
婁
下
篇
に
見
え
る
。
○
舜
之
大
孝　

舜
の
孝
に
つ
い
え
は

『
孟
子
』
万
章
上
篇
冒
頭
な
ど
に
見
え
る
。
有
名
な
「
二
十
四
孝
」

の
筆
頭
も
舜
で
あ
る
。
○
周
公
純
忠　

周
公
旦
が
兄
の
武
王
の
補

佐
を
し
て
周
の
建
国
に
尽
力
し
た
こ
と
。
○
簸
弄　

こ
の
語
は
、

仁
斎
『
中
庸
発
揮
』
下
11
ａ
（「
自
誠
明
謂
之
性
」
章
の
解
説
）

に
も
見
え
る
。

【
解
説
】
仁
斎
の
居
敬
窮
理
批
判
（
前
者
は
人
を
委
縮
さ
せ
る
、

後
者
は
い
た
ず
ら
に
物
を
追
い
か
け
る
だ
け
）
に
対
す
る
反
駁
。

前
者
は
心
に
や
ま
し
く
な
け
れ
ば
畏
縮
す
る
必
要
も
な
い
、
後
者

は
自
然
の
性
に
沿
う
だ
け
な
の
で
物
を
追
い
か
け
る
こ
と
で
は
な

い
と
言
う
。
特
に
窮
理
が
中
心
。
窮
理
は
道
徳
の
根
本
を
知
る
こ

と
で
そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
と
道
徳
が
確
固
た
る
も
の
に
な
ら
な

い
（
実
践
に
も
つ
な
が
ら
な
い
）、
ま
た
、
理
を
批
判
す
る
の
は

仏
者
の
言
だ
と
い
う
の
が
蘭
洲
の
考
え
で
あ
る
。
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又
曰
、「
仁
義
礼
智
、道
徳
之
名
也＊
。宋
儒
為
性
名
、非
孔
孟
本
旨
。」

余
答
曰
、「
子
背
孟
子
従
仁
斎
、則
我
未
如
之
何
矣
。設
不
背
孟
子
、

則
請
釈
子
惑
。
孟
子
曰＊『
仁
義
礼
智
、
非
由
外
鑠
我
、
我
固
有
之
』、

又
曰＊
『
仁
義
礼
智
根
於
心
』。
宋
儒
以
為
性
名
、
亦
奚
疑
。
且
也
、

子
欲
強
為
非
性
名
、
聴
子
為
非
性
名
、
若
為
性
名
、
何
害
於
学
也
。

【
大
意
】
ま
た
、「
仁
義
礼
智
は
道
徳
の
名
で
あ
る
。
宋
儒
が
性
の

名
だ
と
す
る
の
は
、
孔
子
孟
子
の
も
と
も
と
の
意
図
で
は
な
い
」

と
言
う
。
私
は
答
え
て
言
う
。「
あ
な
た
が
孟
子
に
背
い
て
仁
斎

に
従
お
う
と
す
る
な
ら
私
は
何
も
言
わ
な
い
。〔
だ
が
〕
も
し
孟

子
に
背
く
気
が
な
い
の
な
ら
、
あ
な
た
の
惑
い
を
解
き
た
い
と
思

う
。
孟
子
は
『
仁
義
礼
智
は
、
外
か
ら
私
を
飾
る
も
の
で
は
な
く
、

私
が
本
来
持
っ
て
い
る
も
の
だ
』
と
言
っ
た
。
ま
た
、『
仁
義
礼

智
は
心
に
根
ざ
す
』
と
言
っ
た
。
宋
儒
が
性
の
名
だ
と
し
た
の
も

何
ら
不
思
議
は
な
い
。
そ
れ
に
、
あ
な
た
が
無
理
に
性
の
名
で
な

い
と
す
る
の
な
ら
、
勝
手
に
す
れ
ば
よ
い
が
、
も
し
性
の
名
だ
と

し
て
も
、
学
問
に
害
が
あ
る
と
い
う
の
か
。

【
注
】○
仁
義
礼
智
、道
徳
之
名
也　

仁
斎『
語
孟
字
義
』巻
上「
仁

義
礼
智
」
27
ａ
に
「
宋
儒
以
仁
為
性
。
予
深
以
為
害
于
道
」
と
見

え
る
。
○
孟
子
曰　
『
孟
子
』
告
子
上
篇
に
「
仁
義
礼
智
、
非
由

外
鑠
我
也
、
我
固
有
之
也
。
弗
思
耳
矣
。
故
曰
、
求
則
得
之
、
舎

則
失
之
」
と
見
え
る
。
○
又
曰　
『
孟
子
』
尽
心
上
篇
に
「
人
之

所
以
異
於
禽
獣
者
幾
希
。
庶
民
去
之
、
君
子
存
之
。
舜
明
於
庶
物
、

察
於
人
倫
。
由
仁
義
行
、
非
行
仁
義
也
」
と
見
え
る
。

【
解
説
】仁
義
を
性
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、仁
斎
は
否
定
す
る
が
、

蘭
洲
は
肯
定
す
る
。

曰
、「
有
復
初＊

之
説
也＊
、
復
初
何
害
於
学
。」
曰
、「
小
仁
也
。
夫

仁
亦
拡
充
而
後
為
大
徳
、
復
初
則
小
也
。」「
是
子
不
知
性
初
也
。

性
初
、
天
所
予
我
、
与
天
鈞
量
、
人
唯
為
習
気＊
小
之
耳
。
去
習
気
、

則
不
能
不
復
初
也
。
仁
斎
煦＊
々
為
仁
、
孑
々
為
義＊
、
亦
老
子
之
見

耳
。
夫
一
点
火＊
与
一
車
薪
火
、
同
是
一
性
。
豈
以
大
小
為
低
昻
哉
。

亦
功
利
之
習
也
。」

【
大
意
】〔
蘭
洲
〕「
復
初
の
説
が
あ
っ
て
も
、
復
初
は
学
問
に
何
の

害
が
あ
る
の
か
。」〔
宗
信
〕「
仁
を
矮
小
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

も
そ
も
仁
も
拡
充
し
て
や
っ
と
大
徳
に
な
る
の
だ
。
初
め
に
復
す

る
と
い
う
の
で
は
小
さ
す
ぎ
る
。」〔
蘭
洲
〕「
そ
れ
は
あ
な
た
が
性

の
初
め
を
知
ら
な
い
の
だ
。
性
の
初
め
は
天
が
我
々
に
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
も
の
で
、
天
と
同
等
の
も
の
だ
。
た
だ
、
習
気
（
後
天

的
な
習
性
）が
あ
る
た
め
に
こ
れ
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
だ
け
だ
。

習
気
を
去
ろ
う
と
す
れ
ば
初
め
に
復
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
仁
斎
は

ち
ょ
っ
と
恵
む
こ
と
を
仁
と
考
え
、
こ
せ
こ
せ
し
た
こ
と
を
義
と

考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
〔
韓
愈
が
否
定
し
た
〕
老
子
の
見
〔
と

同
じ
〕
だ
。
そ
も
そ
も
小
さ
な
火
種
も
車
い
っ
ぱ
い
の
薪
の
火
も

同
じ
性
質
を
持
つ
。
ど
う
し
て
、
大
小
の
違
い
を
高
低
の
違
い
に
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す
り
替
え
ら
れ
よ
う
か
。
こ
れ
も
ま
た
功
利
の
考
え
だ
。」

【
校
勘
】
○
也　

後
か
ら
の
挿
入
。
○
煦　

原
文
で
は
「
喣
」（
へ

つ
ら
い
笑
う
）
に
作
る
が
改
め
た
。

【
注
】
○
復
初　

朱
熹
『
論
語
集
注
』
学
而
篇
冒
頭
に
、「
後
覚
者

必
效
先
覚
之
所
為
、
乃
可
以
明
善
而
復
其
初
也
」
と
見
え
る
。
こ

の
復
初
の
考
え
は
、早
く
は
宋
学
の
先
駆
と
さ
れ
る
唐
・
李
翺（
韓

愈
の
弟
子
）「
復
性
書
」
に
見
え
る
。
仁
斎
は
、
復
初
の
説
は
老

荘
に
由
来
す
る
も
の
で
儒
家
本
来
の
も
の
で
は
な
い
と
し
て
批
判

し
た
。『
語
孟
字
義
』
巻
上
「
性
」
や
『
童
子
問
』
の
東
涯
序
に

見
え
る
。『
語
孟
字
義
』
巻
上
「
性
」「
先
儒
用
復
性
復
初
等
語
、

亦
皆
出
於
荘
子
。
蓋
老
子
之
意
以
謂
万
物
皆
生
於
無
、
故
人
之
性

也
、
其
初
真
而
静
、
…
此
復
性
復
初
等
語
所
由
而
起
也
。」
○
習

気　

後
天
的
な
習
性
・
習
慣
。『
茗
話
』
下
15
ａ
ｂ
に
は
、
悪
は

習
（
習
慣
）
に
よ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
あ
る
人
と
ふ
、
人

の
性
は
善
な
り
と
伝
へ
承
。
い
か
な
れ
ば
世
に
悪
人
あ
る
や
。
習

ひ
よ
り
な
り
。
そ
の
な
ら
ひ
は
い
づ
く
よ
り
来
る
や
。
世
の
人
よ

り
う
く
る
な
り
。
…
人
の
性
は
た
だ
性
也
。
善
も
な
く
悪
も
な
し
、

た
だ
善
を
す
べ
き
種
の
有
な
り
。
…
あ
ま
ね
く
い
は
ば
、
人
の
悪

心
は
飲
食
よ
り
始
る
と
云
べ
し
。
…
是
余
が
先
人
（
ち
ち
）
の
説

に
て
、
今
是
を
敷
演
（
と
き
の
ぶ
る
）
す
る
の
み
。」
後
天
的
に
悪

が
発
生
す
る
原
因
を
説
明
す
る
際
、
蘭
洲
は
「
客
気
」「
形
気
」

と
い
う
語
を
よ
く
使
っ
て
い
る（『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』上
１
０
２
ａ
、

『
孟
子
紀
聞
』
９
ｂ
な
ど
）。
○
煦
々
為
仁
、
孑
々
為
義　

煦
（
ク
）

は
温
か
い
こ
と
、
小
さ
な
恵
み
。
孑
（
ケ
ツ
）
は
小
さ
い
こ
と
、

こ
せ
こ
せ
し
た
こ
と
。
韓
愈
「
原
道
」
に
「
老
子
之
小
仁
義
、
非

毀
之
也
、
其
見
者
小
也
。
…
彼
以
煦
煦
為
仁
、
孑
孑
為
義
、
其
小

之
也
則
宜
」と
見
え
る
の
を
利
用
し
て
い
る
。○
一
点
火　
『
孟
子
』

公
孫
丑
上
篇
の
四
端
の
説
明
に
火
が
燃
え
広
が
る
譬
え
が
あ
る
。

「
凡
有
四
端
於
我
者
、
知
皆
拡
而
充
之
矣
。
若
火
之
始
然
、
泉
之

始
逹
。」

【
解
説
】
仁
斎
が
「
復
初
」
を
老
荘
の
見
方
だ
と
し
て
否
定
す
る

の
に
対
し
、
蘭
洲
は
肯
定
す
る
。
蘭
洲
は
天
か
ら
の
賦
与
を
意
識

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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